





























米国では、国立科学財団（NSF）が発行している「科学工学指標」（"Science & Engineering Indicators"）にお
いて、「科学技術：公衆の態度と理解」（"Science and Technology: Public Attitudes and Public
Understanding"）に関する１章が構成されており、そのデータとして、シカゴ科学アカデミー国際科学リテラ
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Dr. Olle Edqvisit：head of Planning, SSF基盤戦略研究財団理事
編集後記
いよいよ今年も残すところ１ヶ月あまりとなりました。そして資源調査会、資源調査所
として続いて来た科学技術政策研究所は、科学技術庁としての一つの歴史を閉じようと
しています。
来年１月からは文部科学省科学技術政策研究所となって新しいページが開かれることに
なりますが、それと同時にこの科学技術政策研究所の中に「科学技術動向研究セン
ター」が発足致します。これについては来月号で詳しくご紹介できることと思います。
政策研ニュースも今まで通り発行して行きますので、引き続きご愛読ください。(S) 
科学技術庁科学技術政策研究所広報委員会（政策研ニュース担当：情報分析課）
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